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令和４年度末で計画期間が終了

することから、令和４年度に新計

画の策定作業を実施

当審議会でもご審議いただき、令

和５年３月に新計画を策定



計画の基本となる事項

策定の背景

本市の総合計画に示す将来像を実現するための環境面における最も基本となる計画。

平成25（2013）年3月に橿原市環境総合計画を策定し様々な施策を進めてきたが、そ

の間環境情勢は急激に変化。

多様化し、また複雑化する環境情勢に対して総合的に対応するため、新計画を策定。

　地球温暖化対策推進実行計画 　都市計画マスタープラン

　一般廃棄物処理計画 　橿原市緑の基本計画

　橿原市災害廃棄物処理計画 　橿原市景観計画

　循環型社会形成推進地域計画 　生物多様性飛鳥地域戦略　など

関
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政
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橿原市環境基本条例

橿原市環境総合計画

個

別

計

画

総合調整

7条規定
橿原市第４次総合計画

連携

国 環境基本計画

県 環境総合計画

計画の位置づけ

環境政策における市の理念や方

針について記載するものとし、指

標等詳細事項については本計画

に紐づく個別計画等に記載。

関連する各種の行政計画と整

合を図る。
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対象範囲

計画期間

環境の範囲 環境項目

地球温暖化 脱炭素、気候変動への適応

循環型社会 廃棄物、リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル

自然環境 水質、騒音、振動、悪臭、自然保護

環境意識 環境活動、環境学習

地球規模のものから地域レベル

のものまで現代の環境問題に対

応できるよう、対象範囲を次のと

おり設定

… 令和4

年度

令和5

年度

令和6

年度

令和7

年度

令和8

年度

令和9

年度

令和10

年度

令和11

年度

令和12

年度

新計画（令和５（2023）年度～令和12（2030）年度）旧計画令和12（2030）年度を目

標年度とした令和5（2023）

年度から令和12（2030）年

度までの８年間

計画の基本となる事項
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橿原市を取り巻く環境の現状

世界や国の環境対策と社会情勢や、本市の環境に関する現状などをまとめて記載
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基本目標

総合計画に掲げる政策目標を踏まえ、本計画が対象とする範囲に示した分野に対応した

４つの基本目標を定め、施策・取り組みを推進。

令和5年度 第一回橿原市環境審議会



施策体系

 ①再生可能エネルギー等の普及・啓発

 ②ごみ焼却施設における再生可能エネルギー等の推進

 ①自然災害へのリスク軽減

 ②健康への影響に関する対策の推進

 ①安定的なごみ処理体制の確保

 ②計画的な処理施設の整備

 ①災害廃棄物の処理体制の確保

 ②プラスチックごみ、食品ロス等に関する普及・啓発

 ②歴史景観保全のための誘導

 ①学校における環境教育の推進

 ②市民等の環境学習の推進

環境活動、環境学習

の増進

 環境活動の促進
 ①環境実践活動の推進

 ②環境啓発のデジタル化の推進

 環境学習の推進

 安全な生活環境の確保
 ①水質の環境基準の維持

快適な生活環境と

自然・歴史遺産との調和

 ②騒音、振動、悪臭の環境基準の維持

 自然・歴史遺産との調和
 ①河川清掃活動、美化活動の推進

 生物多様性への対応  ①生物多様性の保全活動の推進

４Rの推進
 ①４R普及・啓発

循環型社会の促進

 ②資源回収の推進

 廃棄物の適正処理の推進

近年の課題への対応

基本目標 施策 主　な　取　組 関連するSDGsのゴール

 地球温暖化対策の推進
 ①省エネルギー行動等の促進

脱炭素社会の構築と

気候変動への適応

 ②市役所における地球温暖化対策の推進

 再生可能エネルギー等の利用拡大

 気候変動への適応
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施策

 地球温暖化対策の推進

 再生可能エネルギー等の利用拡大

 気候変動への適応

 ①再生可能エネルギー等の普及・啓発

 ②ごみ焼却施設における再生可能エネルギー等の推進

 ①自然災害へのリスク軽減

 ②健康への影響に関する対策の推進

 ①省エネルギー行動等の促進

 ②市役所における地球温暖化対策の推進

橿原市地球温暖化対策推進実行計画に定める指標指 標

（事務系）5,184t-CO2

（事業系）15,822t-CO2

目標年度

令和12年度
温室効果ガス排出量

（橿原市役所）
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施策

４Rの推進

 廃棄物の適正処理の推進

近年の課題への対応

 ①安定的なごみ処理体制の確保

 ②計画的な処理施設の整備

 ①災害廃棄物の処理体制の確保

 ②プラスチックごみ、食品ロス等に関する普及・啓発

 ①４R普及・啓発

 ②資源回収の推進

一般廃棄物処理計画（ごみ処理基本計画）に定める指標指 標

1人1日あたりの

ごみ排出量

ごみ総排出量 37,000トン以下 資源化率 15%以上
目標年度

令和10年度
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874g/人・日以下
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施策

 安全な生活環境の確保

 自然・歴史遺産との調和

 生物多様性への対応

 ②歴史景観保全のための誘導

 ①水質の環境基準の維持

 ②騒音、振動、悪臭の環境基準の維持

 ①河川清掃活動、美化活動の推進

 ①生物多様性の保全活動の推進

一般廃棄物処理計画（生活排水処理基本計画）
・生物多様性飛鳥地域戦略に定める指標

指 標

大和川のBOD値 5mg/L以下
目標年度

令和10年度
生活排水処理率 90%以上
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施策

 環境活動の促進

 環境学習の推進
 ①学校における環境教育の推進

 ②市民等の環境学習の推進

 ①環境実践活動の推進

 ②環境啓発のデジタル化の推進

指 標
10,000アクセス

1,000人

ホームページの環境啓発ページの閲覧数

環境出前講座等参加者数

目標年度

令和12年度
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ご清聴ありがとうございました。


